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研究ノート
堂島米会所についての覚書
津川 正幸
はじめに
近代の大阪米穀市場， 堂島米穀取引所は明治4年開業の堂島米会所（正米会所），明治
9年創立の堂島米商会所時代をへてなりたつものである。昨今米商会所について1, 2の
研究ノートあるいは「堂島米商会所日記』を雛刻して発表したが，なお不明の点が多々あ
る。昨年11月，近畿大学教授島本得ー先生から 2, 3の誤りのご指摘やら質問を戴き，文
献をあさっているが容易にえられないで日を過している。この研究ノートも島本先生の，
「明治4年堂島米会所の許可の際の願書にも“三ヶ月前ヨリ売買致シ”とある如く， 3ケ
月期限でしたが，実際は4ヶ月に1日足りぬ2日から売買を始め， 4ヶ月前でなく， 3ケ
月前だとコヂッケタことのようです， （中略）つまり， 最後の受渡月の2日から次期を初
めて，乗換を可能':こしたと記憶していますが， この文献， 資料はありませんか。」とのお
尋ねに刺戟されて，米会所時代を一応整理しなければと思い立ったものである。幸いに，
米会所時代の研究については，元本学教授佐伯三郎先生の「明治初年の堂島米市場」1) な
る論文もあり，先生所蔵の大阪府取引所関係資料の若干を見せて戴く機会を得て筆写して
いるが，散逸したものもあるので，同論文を参考にさせていただきー文にまとめようと試
みた次第である。
1. 米会所設立の請願
明治2年2月，政府は全国各地の米市場に対し，正米取引をのぞいて，空米・帳合米・
石建米取引を禁示することを命じた。それは米穀の投機取引が不自然な米価騰貴をひきお
こし，本来石建米取引は正米取引の補助的な取引とみなされていたものが，すでにその域
を脱し，経済界を混乱させる反社会的な商行為であるとみなされ，民心の安定，その為の
健全な経済状態の保持が意図されたからであろう 2)。しかし事実は政府の意図とはうらは
1)関西大学専門部エ専有終記念論文集 昭和27年 9月
2)食糧庁「日本食橿政策史の研究』第 1巻 第1部 20-24ペー ジ
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らに，かえって経済界の混乱を助長し，金穀の融通は円滑を欠き，米商の中に不正が続出
し，あるいは米市場内外で内密の投機取引が盛行するなどの状態が出現した。
こうした状態のなかで，堂島米市場を再興し，米仲買の窮状を救い，米価の平準化と米
穀需給の調整・円滑化をはかり，そのことによって景気の上昇をおこそうとの運動が開始
された。すなわち，磯野小右衛門・武冨辰吉• 田中喜助・進藤嘉七• 長谷彦太郎•松本弥
助・山崎伊七らの米会所設立の請願である。
乍恐奉願上口上覚3)
1. 追々文明開化二随ヒ，諸色潤沢，物価平均，各安穏ノ職業二基候様，厚御仁恵ノ御旨
趣，塞以難有御儀二奉存候。就テハ，御国産ノ中，米穀ノ儀ハ第一等ノ品ニテ，是迄廻
米仕捌ノ権，大阪二御座候処，近来諸藩邸ノ為登米モ区々二相成，次第二売買手狭，追
年商家ノ衰微，殊更近年打続高価ニテ，穀数ノ代金中々自カニ不相任処ヨリ，益々不融
通二相成候二付，今般米穀ノ撓キ相付侯様，新二於大阪，現米売買会社被差免，御蔵米
・納屋米ノ無差別，手広二取組仕侯様被仰付被下候ハヽ，金穀一体ノ融通相付可申奉存
候。尤モ御一新以後，空米売買御廃止被仰渡候御旨，兼テ奉恐畏候二付，方今奉願候現
米商社ノ儀ハ，決テ空米相場二相成候取組不致，一体是迄諸家様御蔵米，堂島法則ヲ以
テ御払有之候硼ハ，見競引格御座候テ，空米ノ商法モ被相行候得共，当時区々勝手売卜
相成候テハ，辿モ以前ノ様空米相場可相立目的無之候二付，矢張限月二至リ候テハ，現
米・現金烈敷取渡仕侯儀， 当時御時勢相当ノ儀卜奉存候。依之仕法ノ大意左二奉申上
候。
1. 難波御蔵摂津米ヲ建米二仕侯テ，年二四度程売買取渡ノ限月卜定メ，三ヶ月前ヨリ売
買致シ，取組限日二至リ候迄ハ，双方ヨリ手付敷金差入置，弥現米取渡ノ節，皆金取引
仕候様仕法相付候得ハ， 俵令遠境辺諏二相備へ有之候米ニテモ， 元付計算ヲ立， 売込
置，日限迄ノ内二積廻シ候得ハ，直段ノ狂動モ無之，安心ニテ船積為替等モ致能有之，
且又買受候者モ同様， 日限迄ノ内，諸方得意ノ向々へ売付手渡仕候得ハ，山辺如何様隔
地ヘモ諏ク行渉リ，双方共二大二利得自在卜可申奉存候。
1. 御蔵米ノ分ニテハ，述モ売買米ノ取渡ニハ引足不申候二付，兼テ諸邸ノ米銘，具二相
記シ，御蔵米トノ品位上下直段格付致置，代米相備へ石数無異議請引仕候事。
L、現穀・現金売買二付，俵令如何様ノ時変有之候共， 日限無相違取引仕候事。
1. 売買業体二付，口銭・利息ノ儀，当時相当ノ割合ヲ以，米拾石二付口銭弐朱宛，金百
3)堂島米穀取引所沿革，大阪商業史資料第20巻 87~89丁，両書によって若干校合訂正
した。
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両二付一日利足銭三百文宛ノ定ノ事。
但口銭金ハ，全ク問屋・仲買へ差出シ，利足銭三百文ノ内，百文ハ商税トシテ御上
'納仕I)' 二百文ヲ以テ会社諸失費・手代給金等一切相賄候事。
1. 問屋・仲買ノ儀，屹度改革仕，是迄堂島仲買二不拘，改テ西京・兵庫・神戸・堺，其
外諸国ヨリモ人撰致シ，組合ヲ結ヒ，決テ不行儀ノ所業無之様可仕候。依之翼ハ御官員
ノ内ヨリ，御出役ヲモ被成下候得ハ，猶取締向行届可申奉存候。
1. 日々売買二付，厳重ノ取締仕侯二付，敷金ノ多少，猶ホ日限現米取渡等ノ勝手，細事
廉々箇条有之候得共，追々書付ヲ以て奉伺候事。
右之通，現米売買会社御許容被仰付於被下候ハ，偏二御潤沢ノ御趣意奉戴仕，追々別段
積立金ノ仕法相立一稜ノ御用途ニモ相備候様尽力仕侯儀ハ勿論，皇国一体ノ融通相付，諸
物潤沢ノ溝ニモ相成候様奮発仕度奉存候間， 彼是ノ得失御裁断ノ上， 御採用被成下侯ハ
ヽ，重畳難有仕合奉存候。以上
庚午十二月
東京
大蔵御省
1. 御蔵摂津米拾石建
規則書
大阪堂島壱丁目
武富辰吉
同三丁目
磯野小右衛門
売買手附金五両，即日会所へ差入可申事。但二両二歩高下有之候ハヽ，追入金可致，
若入金及延引候時ハ米切付候事。
1. 限月正午刻限，請方ハ会所へ代金相備工，渡シ方ハ米ノ銘柄蔵付相認差出候事
但刻限致延引候ハヽ，過怠トシテ，代価高ノ三歩取上，相手方へ差遣シ候。尤モ双
方共不都合ノ節ハ，右金双方ヨリ会所へ取上ケ致無帳二候事
1. 蔵付米若相違候ハヽ，過料代金高三歩ツツ取上ケ，受方へ差遣シ侯事
但米請渡場所ノ儀ハ，大阪四組内二限候事
1. 代米格付ノ通請渡可致候事
1. 諸蔵本米ノ儀ハ，桝例二不及致受引候得共，其ノ余ノ米ハ，市中通用ノ通リ計リ立，
石ヲ以受渡シノ事
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但請渡ニハ，会所ヨリ立会候二付，桝取等致侯者会所ヨリ差出侯事
1. 濡沢手米・軽俵ノ儀ハ，相当ノ直引相付可申候。尤モ大毛入，其外格別ノ悪米ハ，請
引不相成候事
但請方自己ノ勝手ヲ以，捌米致候儀ハ不相叶候事
1. 米請渡ノ儀，限月翌二日迄二是非トモ相済シ可申候。若不都合ニテ延引相成侯ハヽ，
諸雑費等相弁シ候儀ハ勿論，別段過料金トモ掛ケ侯事
但無余儀訳ニテ，双方ヨリ申立候ハヽ，其時二応シ，衆議j上日延相成候事
1. 限月大ノ月ハニ十五日， 小）月ハニ十四日二至リ候得ハ， 売買双方ョリ，手締ノ為
メ，高下二不拘，米拾石二付金拾両ツッ，増入金致候事
但増入金不致候ハヽ，米切付候事
1. 現米売買ノ儀二付，俵令何様ノ不時高下有之候卜 モ，定法ノ通リ無異議致受渡侯事
但万ー数日致休商候程ノ時変有之節ハ，米拾石二付，増金二十両ツツ掛合，取組米
建貫可申事
1. 売買立会中，御印札無之者迄，場所へ罷出侯得ハ，混雑致候二付，必立交侯儀ハ不相
叶候事
但当人病気ニテ，代人差出候節ハ，名前書相認，会所へ点合置候事
1. 税金相減シ候為メ，売買高申偽リ，万ー不正ノ取扱致候向有之候ハヽ，問屋ハ勿論商
人トモ屹度当罪被仰付候事
1. 豊凶其外天然自然ノ道理ニテ，高下致候儀当然二候得共，人作手段ヲ以惑乱為致，世
間不釣合ノ飛直二相附ケ，或ハ定則相背不法相働侯輩売買差止メ，猶至儀二寄リ厳重ノ
御処置被仰付候事
以上の「口上覚」で請願された「大阪現米売買会社」の設立は，国産第一の米穀は，旧
来から大阪にその仕別けの実権があったが，当今の物価騰貴によって米価は高騰し，金穀
の融通は益々不自由になり，商業衰微の傾向は顕著である。この状態を打ち破り，昔日の
繁栄を取りもどすために米会所の再興を意図するもので，米穀売買仕法の大意は，難波御
蔵摂津米（貢租米）を建米とし，しかも「蔵米・納屋米の差別なく」手広に取組みをおこ
ない，単位は10石建；限月 3か月（実際には4か月）， 年4度の売買取引をおこない，売
買取組みを確実にするために，取組み限日にいたるまでに売買双方から手付敷金を差入れ
させる。限日には，現米と現金による決済をなし， 「現米・現金きびしく取り渡」させ，
受渡iむ諸藩邸•その他の米を摂津米を基準にして格付け代用する方法をとり，空相場に
ぉちいらないよう厳重に規制することであった。（あえて， このように敷金・現米金受渡
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しについて明記しあるのは， 2年2月投機取引禁止の後にも， 正米取引において， 「近年
米仲買の内奸曲の者も有之，自己の利に拘り，諸藩払米従来の流弊とは申しながら，聯の
敷金差入耀買致，代価皆渡し期日に至り，相場下落等致し候節は，右敷金流にして忽ち返
米に及び，従って米価騰貴，庶民難儀に相立至り，右は必覚敷金些少より前段弊害生じ候
趣相聞候。向後敷金の義は，惣代価の十の二差入，買受候様可致，若し相背に於ては可処
厳科もの也」4)との大阪府の達があったことにもよる。）
このようにして，売買当事者は，遠隔地に米穀を用意してあっても，値段に狂いがない
ので安心して船積み回漕しうるし，各地の顧客に対しても， 3~4ヶ月の余裕をもって，
限月限日までに売買交渉がなしえて，米穀の融通が円滑になる。
また取引に参加しうる米商人も，旧時のように大阪堂島の商人のみならず広く門戸を開
放し，他国商人からも人選して参加させ，それぞれ組合を結成させて，信用維持の監督を
充分にすること。さらに，口銭•利息の額を定め，利息銭の三分のーは商税，三分の二で
会社の諸経費・人件費をまかなうなど，従来の堂島米市場では見られなかった新仕法を採
用し，業務にあたろうとした。
とくにこの仕法は， 「長州赤間関二於テハ是ヨリ前，既二右ノ方法ヲ以テ其業ヲ営メ
リ，右武冨等力調整セシ所ノ営業規則モ，全ク例ヲ赤間関ノ規則二取リシ者ナリトゾ」5)と
いわれるように，赤間関で文久三年以来採用実施されていた「現米受引の仕法」6) による
ところが大だとされている。この点，筆者には末ナこその実体，仕法が理解されていないの
で，この点は今後の検討にゆずりたい。
2. 米会所設立の認可
さて，前記のような「大阪現米売買会社」の設立願書，規則書を大蔵卿に提出し，この
請願達成のための多大の努力がかたむけられた。願書をうけとった大蔵省においては，大
隈重信参鏃，井上馨大蔵少輔等が慎重審議し，請願採用が内定するや，なお井上を大阪に
派遣し，現地の振合調査をなし，その上で裁許することとし，取引所は地方長官が許可す
ることになったので，同一書類を別に大阪府へも提出するようにと申し渡され，明治4年
3月，大阪府へ願書提出のはこびになったわけである。
4)米商沿革誌（写本）佐伯三郎氏所蔵
5)大阪商業史資料第20巻 89~90丁
6)大阪堂島米商沿革
, . -. ・;・_ _:~ ―--
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ようやく堂島米市場再興の機運が熟するにおよび，これに便乗して，その他にも米の延
取引・米切手取引の免許を願い出る者があらわれた。順慶町4丁目岡田屋市兵衛の日延融
通米会所7), 内平野町河内屋徳助の諸物融通商の名称での3ヶ月通用の米切手売買取引8)
の免許出願がそれである。
しかしながら，大阪府は，これらの出願に対しては，相場取引を公許することを明らか
にし，さきに武富・磯野らの出願，これに協力した堂島米仲買の出願を採用し，堂島正米
会所の設立を決定した。すなわち，明治4年4月7日，大阪府触をもって，
鯛9)
今般堂島正米会所取建，商人共売買差許候條，此段相達候事
但難波御蔵米ヲ以テ建米可致侯間，取引規則之儀ハ，見込書ヲ以て可伺出候事
右之通御布令候条，四組町二無洩可相達，尤年寄中承知ノ段刻付印形可致者也
辛末4月7日 ． 
大阪府
かくして， 同日， 大眉五兵衛（天王寺屋）・三井元之助・武富辰吉・磯野小右衛門・進
藤嘉七（堺屋）• 田中喜助（俵屋）•岡上徳蔵（加賀屋）の 7 名に大阪府庁へ出頭が命ぜら
れ，頭取任命の辞令が下附された。うち大眉と三井は金方頭取を心得うべきことが口達さ
れた。このようにして，武富・磯野らの出願した「大阪現米売買会社」設立は，堂島正米
会所（通称堂島米会所）の名称で， 4月7日に許可され，開業月日は4月1日とされ，仕
法大暑はさきに提出した願書・規則書によることとし， 4月13日から7月限の限月米取引
を開始することとなった。なお取引規則は「見込書」をもって伺うようとのことで，若干
の改正の上提出された「税金規則」10)「米会所規則」11)はつぎの通りである。
税金定之事 ・但六拾匁建ノ事
1. 米拾石代 九十両ョリ百両迄 銀二十匁
????
七十両ヨリ八十両迄
六十両ョリ七十両迄
7)大阪府取引関係書類
8) II 
9)大阪堂島米商沿革
10)大阪府取引関係書類
11)大阪商業史資料第20巻 102~107丁
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同十八匁
同十六匁
堂島米会所についての覚者（津）I) 
??．．??? 五十両ヨリ六十両迄
五十両已下
同十二匁
同十匁定
1. 夜越米百石二付売買双方ヨリ日別税銀十二匁定
1. 日仕舞米百石二付 同二匁八分定
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米会所規則
1. 御蔵摂津米十石建
但シ売買手付金一割ノ見積リヲ以テ，即日会所へ差入可申事
1. 米十石二付，金高二五分ノ高下有之候ヘハ，追入金五分差入可申事
但シ追入金差入不申候ヘハ，其時ノ直段ヲ以売買，米切付候事
1. 売買米請渡期限，ーケ年四度相定候事
但シ限月大ノ月晦日，小ノ月二十九限リノ事
1. 限月正午刻限二，請方ハ会所へ代金相備へ，渡方ハ米ノ銘柄・蔵付相記差出候事
但シ右刻限延引致候ヘハ，過料トシテ代価高三分取上ケ，相手方へ差遣侯。尤双方
共不都合ノ節，右金双方ョリ会所へ取上ケ，無帳二致候事
1. 蔵付ノ米若シ間違候ヘバ，過料トシテ代金ノ高三分宛取上ケ，受方へ差遣シ候事
但シ米請渡シ場所ノ義ハ，大阪四組二相限リ候事
1. 現米請渡ノ義，御蔵米ノミニテハ引足リ不申候二付，何国米ニテモ代米相備へ，異鏃
ナク引受ケ致シ候事
但シ代米ハ衆議ノ上，共二品位格付致シ置キ候二付，何米ニテモ苦シカラス候。尤
モ唐米ハ相用ヒス候事
1. 代米義，自然格付二相洩レ候米まいり侯節ハ，惣社中入札ヲ以テ品位相極メ候事
1. 諸蔵本米ノ儀ハ桝例二及ハス受引致候ヘトモ，其余ノ米ハ御蔵通用ノ通リ計リ立，石
ヲ以テ請渡ノ事
但シ請渡シニハ会所ヨリ立会候二付，桝取・秤取等致シ候者ハ，会所ヨリ差出候事
1. 濡沢手米・軽俵ノ儀ハ，相当ノ直引相付可申侯事。尤大毛入，其外格外ノ悪米ハ引受
不相成候事
但シ受方自己ノ勝手ヲ以テ，勿！米二致候義不相叶候事
1. 米受渡ノ義，限月翌二日迄ニハ是非トモ相済シ可申候。若シ不都合ニテ日延相成侯ヘ
ハ，諸雑費等相弁シ候義ハ勿論，別段科料金ヲモ相掛ケ候事
但シ余儀ナキ訳ニテ，双方ヨリ申立侯ヘハ，其時二応シ，衆議ノ上日延相成侯事
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1. . 限月大ノ月ハニ十五日，小ノ月ハニ十四日二至リ候ヘハ，売買双方共手続ノタメ，高
下二拘ハラス，十石二付キ金十両宛増金致候事
但シ増入金不致候ヘハ，米切付候事
1. 現米売買ノ儀二付キ，俵令何様ノ不時高下有之候トモ，定法ノ通リ異議ナク受渡致侯事
但シ万ー数日休業致侯程ノ時変有之候節ハ，米十石二付キ増入金二十両宛歩ヲ合
セ，取組米貫キ可申候事
1. 日々売買ノ儀，辰刻二立会，午刻二引取候事
1. 当会所仲買ノ義ハ，真二宿弊相放レ，安直ノ商法相営ミ候様，改メテ人選致候事
但汎他邦商人タリトモ，身元憶カナルモノニテ，請人相立侯ヘハ，社中へ相加へ候
事
1. 問屋仲買ノ義，追々十五人ヲ一組二致シ，組々二肝煎一人，同加役一人宛，入札ヲ以
テ相定候事
但シ社中・ノ内， 不勘定ノ義等無之様， 堅ク申合置可申候。万ー不束ノ義出来候節
ハ，其社中ニテ正路ノ取扱ヒ致シ，他方ハ迷惑相掛不申様，速二相捌キ侯事
建米及ヒ仲買人ノ規定等ハ既二掲ケタリ。而シテ尚ホ場立チ並二税金等ノ定メアリ 6則
チ左ノ如シ。
1. 当会所問屋・仲買ノ義ハ，改メテ御印シ札御下ケ渡被下度候事
但シ御印札冥加金トシテ，盆歳暮トモ人別金二歩宛上納仕侯事
1. 売買立会中，御印札無之者マテ場所へ罷リ出テ侯ヘバ，混雑致シ候二付，必ラス立交
リ候儀不相叶候事
但シ当人病気等ニテ代人差出シ侯節ハ，名前書相認メ会所へ掛合ヒ置キ候事
1. 日別売買書留候手帳，問屋・仲買人別へ可相渡侯条，御改印御突入被仰付可被置候。
手帳無之商人ノ義ハ，売買差留可申候事
1. 売買問屋・ロ銭金ノ義ハ，米十石二付金一朱宛定メノ事
1. 米百石二付， 日仕舞税金五匁宛ノ事
但シ金一両代銀六十匁立ニシテ，売買双方ヨリニ匁五分宛相納メ候事
1. 夜越取組米百石二付，税金日別二十目宛ノ事
但シ同断売買双方ヨリ十匁宛相納候事
1. 税金ノ義ハ，限月決算ノ上，上納可仕候事
但しーケ年四ケ度上納二相成リ候事
1. 会所取締リノ為メニハ，．夫々役目ヲ附ケ，数人ノ手代差配方二相立テ，万端私共引受9
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ヶ，聯力疎略無之様取扱仕リ候事
但シ右手代其外何レモ相当ノ給料差遣シ可申事
405 
1. 税金相減シ侯タメ，売買高ヲ申偽リ，万ー不正ノ取扱ヒイタシ候向有之候ハヽ，問屋
ハ勿論商人ドモ，屹度当罪被仰付，当日売買ノ米残ラス御取上ケ被仰付候事
1. 大凶年等ニテ，米価格別沸騰ノ節ハ，何時御取上ケ被仰付候トモ，差支候義無御座候
事 ・
1. 豊凶ノ外，天然自然ノ道理ニテ，高下イタシ候義ハ．当然二候ヘトモ，人作手段ヲ以
テ惑乱致サセ，世間不釣合ノ飛ヒ直等相付ケ，或ハ定則二相背キ不法相働キ候輩ハ，売
買差留メ，猶ホ至議ニョリ厳重ノ御処置被仰付度候事
1. 帯刀人問屋へ罷越シ，売買取組ミ相談被致候トモ，相断リ可申事。自然其儀承諾無之
侯節ハ，早速御届ケ可申上候事
右ノ通リケ条ヲ以テ，現米売買奉願上候ヘトモ．取行ヒ候上ニテ，自然差支ヘノ廉等有
之候節ハ，時々伺ヒ奉リ，漸々規則相改メ候様仕度奉存上候。以上
明治四年末四月
大阪府御庁
米会所頭取 武富辰吉
磯野小右エ門
進藤嘉七
田中喜助
岡上徳蔵
同金方 大眉五兵衛
三井元之助
（書面規則書ノ通リヲ以テ，売買差許シ候条，米問屋・仲買トモヘハ，頭取ヨリ可申聞
候事）
大阪堂島米会所再興の願いは，大阪米商の疲弊を救うためのものであっただけではな
く，政府にとっても，わたりに舟の時宜を得だものであったろう。当時の人の口をかりて
これを語らしめるならば，兼松房次郎は，
「旧幕府時代二米価引立ノ為二米会所ヲ置カレテ，連綿継続シテ来ッタ所ガ，幕府ノ衰
廃卜共二米会所モナクナッテ仕舞ッタ。
然ルニ今ヤ日本ノ租税ハ，従来諸藩二於テ之ヲ取纏メ，大坂二廻米シテ，相当ノ機関ヲ
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具備シ，且ツ種々ナ方法ヲ設ケテ取引売買ヲナシ来ッタノデアル。
然ルニ諸藩ハ領地奉還卜云フコトニナリ，総テノ年貢ハ大坂二集マッテ来テモ，商人二
之ヲ売捌カセルト云フノハ狭隣ナモノデアッテ，十分ナ事ニイカズ，米相場ノ高低卜云フ
モノモ，何二依ッテ標準ガ附キマセウカ，甚ダ米穀取引ノ上二於テ秩序ガ立タナイ。
政府デ御取入レノ米ノ売買ガ其宜ヽン千ヲ得マセヌ以上ハ，意外ノ暴落ヲ来シテ政府ノ歳
入ノ上ニモ非常ナ影響ヲ来スコトデゴザイマス。
其実価ヨリ高ケレバ細民ガ困ル訳デ，又相場ノ価アル米ヲ，方法ノ悪ヒガ為二低落ヲ来
スト云フコト、ハ政府ノ大変迷惑ナ事デアル。
故二米会所ヲ御許シナサルト思フコトハ，従来米会所二関係致シマシタ者ガ蘇生スルノ
ミナラズ，政府ノ貢米売捌二就テモ最モ必要ナル機関卜考ヘルカラ…………（中略）
其時分，政府ガ米ヲ持ッテ困ツテ居ッタ。売ラウトスレバ，商人ガドンドン買落シテ，
安ク買ッテ仕舞ッタラ高ク売｝レ，ソレテ井上サン（大蔵少輔）ナドハ御承知ダラウト思ヒ
マスガ，明治三年カニ 1石2円80銭卜云フコトガアッタ。尤モ其歳ハ豊年デアッタ。ソレ
力為二非常二政府ノ予算ガ狂ッタ。云々」12)
と，「堂島の今昔」の中で話している。
官民双方の要求によって実現した米会所の再興は，その後堂島米商会所に引継がれるま
でに，制度の上で若干の改変があった。
明治6年3月，当時中之島の開商社構内にあった油相庭会所との合併が命ぜられ，こヽ
に堂島米油相庭会所（通称米油会所）が発足し，米油会所頭取として，磯野小右衛門・広
岡久右衛門・殿村平右衛門・田中喜助の4名に大蔵省からその任が命ぜられた13)。
油会所は合併後も実際の業務は従来の場所で継続されたが，明治7年10月，会所敷地が
公用され，東区大手通2丁目34番地に俵会所を設け移転，翌8年1月に東区内本町橋詰町
42番地に会所を移している。
油会所合併後の米油会所規則は，貨幣単位呼称の変更，太陽暦の採用，その他時勢の変
化により，若干の改正がなされた。前掲の 2規則より具体的になった箇条もあるので，参
考までにあげておこう。
12)大阪商業史資料 第19巻 57~58丁
13)大阪堂島米商沿革
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規則14)
1. 御蔵摂津米10石建，売買証拠金5円即日会所へ差入候事
但相場時宜二寄，証拠金為相増候儀モ可有之，其旨兼テ相心得取引可致事
1. 米10石二付金2円50銭ノ高下有之候得ハ，追証拠金2円50銭差入候事
卸旦証拠金差入申候ハヽ，其時ノ直段ヲ以売買米切付候事
1. 売買米請渡期限， 1ケ年4度二相定候事
但限月大ノ月ハ31日，小ノ月ハ30日限ノ事
407 
1. 限月 5日前，売買双方共手締ノ為メ，定証拠金ノ外， 10石二付10円ツツ増入金可致事
但増入金不致侯ハヽ，米切付候事
1. 限日正午刻限，受取主ハ代金，渡主ハ現米蔵預リ書，米会所へ相備候事
低右刻限致延引候ハヽ，過怠トシテ，代価高ノ 3歩取上ケ相手方へ差遣シ候。尤双
方共不都合ノ筋ハ，右罰金双方ヨリ会所へ取上ヶ，致無帳候事
1. 渡方ノ米銘申出候上，若相変候ハヽ，為過料代金ノ高5歩ツツ取上ケ，請取方へ差遣
シ候事
但米請渡場所ノ義ハ，大阪府下第1大区ヨリ第4大区井二第6大区ノ内難波村御蔵
所・福島村蜆川筋二有之蔵所二相限｛戻事
1. 現米請渡ノ義，御蔵摂津米ノミニテハ引足不申二付，何国米ニテモ代米ヲ以，無異儀
致請引候事
但巳来蔵米・納屋米等ノ区別無之候事
1. 代米ハ何レノ府県何国米辿モ，格付ノ義ハ，米商中入札ヲ以品位取極メ候。右当明治
6年7月限迄ハ従前ノ通， 10月限ヨリ屹度相改候事
但品位致入札候米ハ，限月20日迄二相備可申候。右日限後ノ分ハ不相用候事
1. 諸国米一切，御蔵通用ノ通リ計リ立，石ヲ以請渡候事
但請渡ニハ，会所ヨリ立会候二付，桝取・秤取等致候者ハ，会所ヨリ差出シ候事
1. 御蔵米タリトモ，風当・水押・毛入其外都テ悪米ノ義ハ，請渡二不相用候。尤濡沢手
米・軽俵等ハ，其時二入札ヲ以取引可致候事
但本文ノ意ヲ故障トシ，請渡方相拒ム時ハ，頭取至当ノ直段取極メ候上ハ，無異儀
取引可致事
1. 米請渡ノ義， 限月翌3日迄ニハ是非トモ相済可申候。若シ不都合ニテ延H相成候得
14)大阪府取引所関係書類
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ハ，延日申出候方ヨリ，諸雑費相弁候義ハ勿論，別段過料金ヲモ相掛ケ候事
但無余儀訳ニテ，双方ヨリ・申立候ハヽ，其時二応シ，衆議ノ上日延相成候事
1. 請渡ノ節二至リ，渡シ方・受取方不行届候ハヽ， 10石二付金10円ツツ違約金取立，相
手方へ渡シ遣シ候。若双方トモ不都合ノ節ハ，右罰金双方ヨリ会所へ取揚ケ候事
但万ー数日休商候程ノ時変有之候節ハ，米10石二付増入金20円宛掛合セ，取組米建
貫キ候事
1. 大凶年等ニテ，米価格別沸騰ノ節ハ，何時御取止メ被仰付候共，差支義無之候事
1. 米商ノ義，実二宿弊相放レ，正直ノ商業相営候様， 1名二付金50円ツッ，為身元金会
所へ相備候事
但身元金不相備者ハ，・米商相除候事
1. 他邦之商人タリトモ，当所へ致入籍，身元金相備候得ハ，米商へ差加へ候事
1. 米商名々へ，改テ御印札御下ケ渡被置候事―
1. 売買立会中，御印札無之者迄場所へ罷出候得ハ，混雑致候二付，必立交候儀不相叶候
事
但当人病気等ニテ，代人差出候節ハ，名前書相認メ，会所へ点合置候事
1. 売買問屋口銭，夜越米10石二付金8銭定ノ事
1. 同日仕舞米売買10石二付6銭2厘ノ事
1. 会所手数料，左之通
夜越米10石二付税金2銭但売買双方ヨリ 1銭ツツノ事
日仕舞10石二付税金5厘但売買双方ヨリ金2厘5毛宛之事
明治6年3月
1. 会所役員月給，井諸入費， 1ケ年金7千円ヲ以定額二相極候事
1. 従前仲買人口銭，夜越米10石二付金6銭2厘， 日仕舞米10石二付6銭2厘之処，仲買
人中ヨリ願出候二付，此段伺済之上左二
夜越米 10石二付金8銭
日仕舞米従前之通
右之通改正相成侯事
明治6年10月
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3. 堂島米会所の組織
新しく発足した米会所は，｀旧来の仲買人による株仲間（会員）組織＿民営＿ではな
く，官命により大蔵省から任命され，官給を与えられる頭取数名に，その業務運営が一任
され，監督官庁は収税事項のみを監督し，その他の事項は干渉しないという変則的なもの
で，会所仲買人は大阪商人とは限らないという転換期の半官半民的な組織であった。
売買取引の立会所（寄場）は，従前から公許されていた堂島浜通り 1丁目の道路を利用
し，・事務所は同浜通り 1丁目横町の堀清太郎持家を借受けて設けられた。寄場と事務所が
僅かであるが距離的にへだたり，売買取引の取締り，税金徴収に不便であることから，明
治5年9月，寄場に隣接する堂島浜通り 1丁目23番地の家屋敷を頭取名義で購入し，翌6
年6月12日，大阪府に願い出て洋風建築に新築し， 12月新館に移転した。
道路利用の寄場も交通上の障害ありとし，同8年12月，堂島浜通り 1丁目の浜地，東西
38間の官有地を借用し，この上に寄場を敷設して9年12月から使用した。
これらの土地・建物は，明治9年10月堂島米商会所創立にあたり，発起人と旧米商の間
で共有物件として紛争の種になったものである。
人的組織は，最高責任者は頭取であって，表方と金方とに区別された。前者は売買取締
り，仲買の監督・処分に関する任務を分掌し，後者は，身元金，手附金，追入金，増入金，
過怠金など，仲買人から徴収する金銭， 日歩・商税とよばれた利息銭の出納にたずさわっ
た。したがって，天王寺屋，三井等の旧両替商がこれに任じられている。
頭取の下に，勘定方，消合方・表方・水方・現米検査方等の現場事務方がおかれた。勘
定方は諸収納金勘定，消合方は日仕舞取引の処理，表方は夜越米取引に関する事務，水方
は相場立会の開始・閉鎖の合図と，その前後の段取り・処置＿陰陽の声だうじまの米市
場火縄ふったり水を打ったり15)―ーといわれるもの，現米検査方は期日受渡しの米穀の
検査を執行する16)。
頭取の定員・任期などについての定めはなかった。当初，大眉・三井・武富・磯野・進
藤• 田中・岡上の7名，明治4年5月には，仲買不正売買取締りのために，沢村卯之助を
頭取次席， 6月に大年寄井上市兵衛を頭取に任命している。翌5年2月，売買高に相当す
る税金高があがらなかった原因について，頭取の不行届が維明され，．このために6月には
15)摂津名所図会大成 巻11『浪花双書J第8 369ページ
16)佐伯三郎「明治初年の堂島米市場」 140ページ
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頭取全員が解任されている。改めて，この時には金方を強化し，井上市兵衛・三井・大眉
・宗像直次郎の4名を金方に，磯野・武富・進藤の3名を表方に，計7名の頭取を任命し
ている。 6年3月油会社合併時には，米会所側から磯野・田中，油会所側からは為替会社
総頭取広岡久右衛門・殿村平右衛門を表方頭取に，井上・三井・大眉・宗像を金方頭取に
任命， 7年6月，広岡・磯野の辞任により，頭取次席の松本弥助を頭取に昇任，殿村の死
亡後は田中•松本の 2名が解散時まで継続就任。金方頭取には大眉の没後は鴻池善右衛門
がこれに代り， 9年5月井上の辞任によって，解散時までは三井・鴻池両名がこれに当っ
た17)。
頭取の解任は，往々に仲間取締り不行届と称される事件につながるもので，その原因は
官吏である頭取が，官吏専業ではなく，本来の家職である両替商・米商の兼任で，その営
業が許されていたところから，公私不分離の就業状態であったことに弊害発生の一因があ
ったといわれている18)。
仲買の免許数は，当初の予定数は千軒である。 15軒を1組とし，それぞれの組から肝煎
1人，肝煎加役1人を入札選定して組の取締りに任ずることとした。のち千軒を10大組，
1大組を10小組， 1小組10人を構成の単位とした。
ところで，仲買人は，米会所の中では取引に従事する単なる取引員でしかなかった。米
会所開業時には，仲買人員数は，予定数の半分にも満たぬ400軒で，最も取引が盛んな時
でも 600軒程度であった。しかし取引が盛んになり，仲買が増加すると，その中には薄資
者が混入し，売買取引が不確実になる懸念が生じ，そのため仲買人の身元を確実にし，市
場取締りを厳重にするために身元金の徴収がはじめられた19)。
4. 売買取引の方法と実況
米会所の売買仕法は，帳合米・石建米取引にかわる難波御蔵摂津米を建米とする標準格
付売買であってr売買期限を一定した限月取引であったところから，通常は限月米売買と
よばれた方法であった。すなわち，摂津中米を建米とし，売買はすべてこれによっておこ
なわれた。しかし現米の受渡しには，設立願書にも「御蔵米ノ分ニテハ，辿モ売買米ノ取
渡ニハ引足不申二付，兼テ諸邸ノ米銘具二相記シ，御蔵米トノ品位上・下直段格付致置，代
17)佐伯三郎 前掲論文 140-141ページ
18)大阪府取引関係書類
19)佐伯三郎前掲論文 141ー 142ページ
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米相備」とあるように，品位格付，ある場合には仲買入札で決定された格付をうけた代用
米を当てることができた。現米受渡しを代米でしようと希望する場合は，米会所差廻しの
検査方の検査をうけ，会所役員・売買双方立会いの上で，格差の代価を計算して受渡しを
おこなった。代米の受渡しは売買双方の利害が異なる。売方には有利，買方にとっては特
，定の銘柄の米穀を受けることができない不利があった。そこで気に入らない銘柄を別米に
しようとする向もないではない。したがって，このことも規則であらかじめ禁じている。
受渡し場所も大阪4区内に限定されていた。明治6年にはその範囲が若干広げられ，難波
村御蔵所と福島村の蜆川筋の蔵所がつけ加えられた。、
売買単位は10石建，売買期限は， 「年二4度程売買取渡ノ限月卜定メ， 三ヶ月前ヨリ売
買」する 3か月限月年4回の定期売買であった。佐伯教授はこのことについて， 「設立願
書では3ヶ月限月年4回定期売買制であったが，開所に当って， 4ヶ月限月年4回定期売
買制とした。即ち，各限月（正月限又は1月限， 4月限， 7月限， 10月限）は4ヶ月前よ
り売買をはじめ， 4ヶ月末を以て売買を終了する取引を年4回立会うこととした。従って
受渡月には，その月限の取引と翌限月取引が重なり，乗替に便であったo限月の末日を限
日と称し，限日までに売埋，買埋をして，消合はない限り，限日正午迄に売方は現米預り
書，買方は，代金を米会所に差出し，受渡手続をなすことを要し，遅滞した場合は，過怠
金全相手方に支払はねばならなかった。」20) と述べているdはじめに記した島本教授は，
「4ヶ月に1日足りぬ2日から売買を始め， 4ヶ月前ではなく， 3ヶ月前tことコヂッケタ
ことのようで」と述べておられるが，ちなみに明治4年4月開業時には， 日たらずだが，
約4か月前の4月13日から7月限の売買を開始している。また会所規則には， 「米請渡ノ
義，限月翌2日（あるいは3日）迄ニハ是非トモ相済可申候。云々」の取り極めもあり，
この限月翌2日迄の文言を後の米商会所慣習にあわせ解釈すると，受渡期日は通常立会は
休止であって， したがって各限月は1日から始じまらないので，島本教授の記憶に符合す
る。いまこれを証明する確かな文書をもたないが， 3か月限月年4回は， 4か月限月年4
回と理解する方が妥当のようである。
限月米売買は，売買決済の日時の長短により， 日仕舞米と夜越米とに区別された。
日仕舞は，その日のうちに売埋めして損益を計算し，売買を手仕舞するもので，これは
売買取引を確約するための手附金の納付の必要がなかった。
夜越米は，決済を後日に残すもので，限月限日までに消合いにするか，そうでなければ
20)佐伯三郎前掲論文 143ページ
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限日に必ず受渡しすることを要した。この方法による場合は手附金の納付は勿論，相場が
一定以上あるいは以下に騰落高下した時には追入金（追証拠金）を納入しなければならな
かった。さらに，・限日 5日前には，売買双方手締りのため，すなわち取引を確実にするた
めに，増入金（定証拠金）をも納入しなければならなかった。
なお，商税は双方ともに徴収されたが，前掲規則書にあるように，夜越米のそれは，売
買双方とも日別に，米100石につき銀10匁宛， 日仕舞のそれは， 4分の 1の銀2匁5分宛
であった。税額は以後しばしば改正されている。
おわりに，売買取引の状況をみておこう。開業当初の米会所は，取引員資格を各地米商
にまで開放し，身元金も徴収しなかった為に，何人でも投機取引をなしえた。しかし売買
期限は4か月という長期であり，一期の受渡し限月には，次期限月の売買がはじめられる
(1月に開始された4月限の限月 4月に， 7月限の売買が始まる）， そこで乗替えに便利
であったことから，資金薄の者でも取引に参加し，過当な投機を助長し，売買の信頼性は
それとともに薄れていった。したがって相場は，次第に正米取引を離れて動揺し，役員の
売買介入，仲買間の喰合い，来客といわれる密売買，米会所外での「合百」とよばれる賭
博取引の横行，密売買内訴の制の悪用による弊風を生じるにいたった21)。
投機取引の盛行は， 「明治6, 7年ノ交二至リテハ， 日々ノ売買米高無慮数拾万石ノ多
キニ至リシガ，同7年10月限ノ売買二於テハ，古今末曽有ノ大取組トナリ」22)と記されて
いるように，その1年平均売買高は，当時の全国産米額の数倍に登るほどの熱狂ぶりであ
った。すなわち，明治6年正月限売買高は， 12,677,180石， （叫澁夏月醤：悶器） 4月限
16,927,630石い湯蹂栽盟：悶器）， 10月限にいたっては， 41.585,960石の売買取組み
をみる程で，まさに米穀需給をいちじるしく離れた売買米高であった。とくに明治6年10
月限の売買取組は，相場の高騰もさりながら，その為に，米会所役員の磯野• 田中•松本
・斎柏新助（広岡代人）等が売崩しを試み，形勢不利になると，かれ等は解け合いによっ
て，極力波乱を防止しようとした。しかし10月限の取組米は， 10月10日現在で150万石に
達し，これに対して受渡米は僅かに10万石という状態で，限月までには到底受渡しを完了
することは不可能であった23)。
21)佐伯三郎 前掲論文 147ページ
22)大阪府取引関係書類
23)堂島米穀取引所沿革・大阪府取引関係書類
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そこで，大阪府は，寵ちに調査探索にのり出し， 「空米差留規則」違反のかどで， 10月
限取組米をすべて消却し，当分の間売買差止め処分に付し，事件は裁判所に移され，他方
相場の乱高下は米商が一大恐慌におちいる状況をさえ出現した24)。
さきに大阪府は， 5年6月，密売買取締りの不行届を糸L明し，頭取を更迭した際に，府
達をもって，
壬申六月御布令之写25)
1. 喰合卜唱へ，問屋井米商同志申合，内密ニテ致売買候モノ往々有之候趣相聞，晶寛税
金ヲ免れん為メ，規則を破り候所業不埓ノ至二候。向後右体之者於有之ハ，屹度可及汰
汰事
1. 来客卜唱へ候商人共，問屋ニテ致売買，其問屋ヨリ会所へ入米不致，内密ノ取扱いた
し，来客ノ損失を醸し候もの往々有之趣，右ハ其段於訴出ハ，取龍ノ上裁許いたし可遣
事
1. 右両条，他ヨリ内訴致す者ハ勿論，仮令一且ハ其事二拘る者と雖も，内訴いたす二於
てハ，其罪を免シ，右密売買・敷金・得金を可差遣事
と，投機取引取締法令の最初というべき府達を発している。それかあらぬか，この取締 I 
令によって，米穀取引を粛正し，密売買を取締り，米穀売買取引を望ましい隆盛に導びこ
うとしたその効果は，むしろこの当時の現象からすれば逆効果で，かえって悪弊をもたら
したかに判断できる状態であった。
24)堂島米穀取引所沿革・大阪府取引関係書類
25)大阪府取引関係書類
（未完）
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